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あさひ議会だより ６月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。
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次代を担う若い声を市政に！



廃校の活用方法は
　旭市の学校が少しずつ統合すると聞
き、私は廃校になった学校を飯岡漁港
で獲れた魚を展示できる「水族館」や、
農業を活かした「道の駅」として活用で
きないか考えました。市ではどのよう
に考えていますか。

教育長
　廃校となった学校は、校舎を集会所、保育所、学童施
設や高齢者施設などにする方針です。提案してもらった
アイデアは、廃校の活用方法の一つとして参考にさせて
もらいます。

常
とこ

世
よ

田
だ

 正
まさ

翔
と

 議員
（琴田小）

市のＰＲパンフレット作成を
　旭市の魅力を多くの人に広めるため
にＰＲパンフレットを作成して、他市
の道の駅や宿泊施設に置いてはどう
か。また、子ども向けのＰＲパンフレッ
トも作れないでしょうか。

商工観光課長
　市では定期的に観光パンフレットを作成して、市内外
の人が集まる施設などに置いています。子ども向けのパ
ンフレットについては、今後、どんな見せ方や表現をし
たら小中学生の方が興味を持って見てもらえるかを考え
ていきたいと思います。

向
こう

後
ご

 玲
れ

奈
な

 議員
（干潟小）

齊
さい

藤
とう

 駿
しゅん

弥
や

 議員
（中央小）

文化の杜公園のすみ分けを
　文化の杜公園は自転車の乗り入れが
禁止されていますが、広くて自転車の
練習をするには最適な場所です。小さ
い子どもの遊ぶスペースと自転車を使
用できるスペースを決め、すみ分けす
ることはできないでしょうか。

都市整備課長
　公園は小さな子どもからお年寄りまでが、分け隔てな
く安心して過ごせる空間を提供することを目的としてい
て、「自転車を使用できるスペース」を設置する考えは今
のところありません。

加
か

瀬
せ

 由
ゆ

千
ち

花
か

 議員
（富浦小）

おひさまテラスで期日前投票を
　おひさまテラスに期日前投票所を設
置すれば、小さな子どもがいる方や買
い物に来る方などが気軽に投票でき、
また、選挙について子どもが学べるイ
ベントなどを行うとより投票につなが
ると思います。

総務課長
　おひさまテラスで期日前投票を行うには、二重投票防
止のためのシステムを導入する必要があり、新たに多く
の経費が掛かってしまうため難しいと考えます。おひさ
まテラスを活用した選挙啓発については検討します。

次代を担う若い声を市政に！

旭市子ども議会令和４年度

質問内容及び答弁は要約しています。

　７月26日に３年ぶりとなる子ども議会が開催されました。一般質問を行ったのは、市内小中学校20校から
20名の子ども議員で、議場で行われる定例会本番さながらの一般質問の模擬体験をしました。
　議事進行役は旭市議会の木内欽市議長が務め、市長をはじめ各課長が質問に対して答弁にあたりました。
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空き家の有効活用を
　家の近所に空き家があり、今にも壊
れそうで危ないと感じています。旭市
にある空き家をシェアハウスや介護施
設、地域の方が集まれる公共施設にす
れば、より住みやすいまちになると思
います。

都市整備課長
　旭市には空き家と思われる建物が1000件以上ありま
す。空き家は所有者の管理する財産なので、所有者の方
に、空き家とその跡地の有効な活用や、適切な管理を行っ
てもらうよう働きかけていきます。

伊
い

藤
とう

 悠
ゆう

真
ま

 議員
（三川小）

市の行事をオンライン配信で
　コロナで多くの行事が中止になって
いますが、オンラインで行事を配信し
たり、ゲームのようにバーチャル空間
を作って行事を体験できるようにすれ
ば、誰でも楽しく行事に参加できるよ
うになると思います。

商工観光課長
　花火大会の花火の音や、目の前に漂う煙や火花など、
ぜひその場で体験してもらいたいイベントがある一方
で、オンラインの良さを活かした行事やイベントを、将
来的には作っていく必要があると思います。

平
ひら

野
の

 灯
あかり

 議員
（共和小）

歩道やガードレールの設置を
　豊畑小では車通りが多いにも関わら
ず歩道のない道を通って毎日登校して
いる人がいます。安心して登下校する
ために、歩道やガードレールを設置で
きないでしょうか。

建設課長
　狭い道路などに歩道を設置するには、土地の協力を得
るなど、長い時間がかかってしまうこともあります。こ
のような中、少しでも歩行者を守るために、白線の外側
を緑色に着色し、歩行者が歩くところをはっきりと区別
する「グリーンベルト」の設置を進めています。

加
か

瀬
せ

 莉
り

緒
お

菜
な

 議員
（豊畑小）

山
やま

口
ぐち

 真
ま

輝
き

 議員
（矢指小）

プラスチックゴミ対策を
　海岸にペットボトルやお菓子の袋な
どが捨てられていて、これらプラス
チックを他の生き物が食べて死んでし
まうこともあります。プラスチックゴ
ミによる自然環境汚染についてどのよ
うに取り組んでいきますか。

環境課長
　旭市ではたくさんの方々のボランティアにより、海岸
の清掃活動をしてもらっています。これからも市民の皆
さんをはじめ、ボランティア活動を支援し、きれいな旭
の海岸を守っていきたいと考えています。

佐
さ

久
く

間
ま

 優
ゆう

羽
は

 議員
（嚶鳴小）

道路脇のＵ字溝にふたの設置を
　道路脇のＵ字溝にふたがついていな
い所があります。歩行者や自転車に
乗っている人が車をよけた時に落ちて
しまいそうになるので、道幅の狭い道
路や歩行者の多い道路のＵ字溝にはふ
たをつけてもらえないでしょうか。

建設課長
　Ｕ字溝のふたは、道路が造られた時期や道路脇の土地
の高さなど、様々な理由で設置されています。ふたの設
置については、地元の区長さんや住民の方などとよく相
談して進めていきたいと考えています。

都市整備課長
　茨城県の「奥日立きららの里」にある滑り台が、全長
1188メートルで日本一長いそうです。旭市は平坦な公
園が多く、日本一長い滑り台は難しいですが、今後もみ
んなが楽しく遊べる公園の整備に努めていきます。

浪
なみ

川
かわ

 大
だい

 議員
（鶴巻小）

ネットで話題になる遊具設置を
　旭市の公園にネット上で話題になる
ような遊具の設置を提案します。例え
ば「日本一長い滑り台」を設置すれば、
観光客もたくさん来るようになり、よ
り楽しい市になると思います。

総務課長
　避難所での感染リスクを減らすため、様々な対策備品
を揃えています。質問のマスクやテントもその一つで、
マスクは用意ができなかった人がいた場合に、テントは
３密への対策とプライバシーの確保のために準備してい
ます。

宮
みや

嶋
じま

 栞
しおり

 議員
（飯岡小）

避難所の感染症対策推進を
　コロナ禍で災害時の避難所生活に不
安を抱える人もいるのではないでしょ
うか。予備マスクの保管や着替える際
に避難所内で使用できるテントの準備
など、感染症対策の推進を要望します。

企画政策課長
　公共施設のタブレット整備は、現在のところ予定はあ
りませんが、国のデジタル庁では、すべての人がＩＣＴ
などのデジタル技術を利用できる社会を目指しているの
で、旭市もそれに沿って進めていきたいと考えています。

遠
えん

藤
どう

 彩
あや

羽
は

 議員
（滝郷小）

公共施設のＩＣＴ環境整備を　
　私は補聴器をつけていますが、学校
で１人１台タブレットが整備されたの
で、先生の話を文字に変えたり、こう
して文字を音声にして伝えられるよう
になりました。市役所や図書館などで
もＩＣＴ環境を整えてほしいです。

旭市子ども議会

欠
席
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旭市子ども議会

リサイクルＢＯＸの設置を
　海上中では校内にペットボトル
キャップや梱包材を回収する「リサイ
クルＢＯＸ」を設置しています。公共
の場にも設置すれば、捨てない意識が
高まり持続可能な社会に繋がると思い
ます。

環境課長
　現在、市役所本庁舎などの公共施設に、小型家電品の
回収ボックスと使用済みの蛍光灯、電池、ライターなど
の有害ごみを回収するボックスを設置しています。今後
も様々な方法を検討しながら、リサイクルの推進に努め
ていきたいと思います。

浪
なみ

川
かわ

 裕
ゆう

生
せい

 議員
（海上中）

医療サービスの拡充予定は
　以前夜に熱を出して旭中央病院に
行った時、混み合っていて長い時間待
ちました。働いている母親もたくさん
いるので、夜に開いている病院や気軽
に相談できる場所があるといいと思い
ますが、今後の予定はありますか。

健康づくり課長
　夜間に対応してくれる病院を増やすことは難しい状況
です。夜間相談できる場所としては、千葉県が実施して
いる「救急安心電話相談」や「こども急病電話相談」がある
ので、利用してもらえればと思います。

戸
と

村
むら

 沙
さ

弥
や

乃
の

 議員
（古城小）

萬歳自然公園の整備を
　萬歳小の近くには萬歳自然公園とい
う自然豊かな公園がありますが、遊具
はすべて撤去され、展望台しかありま
せん。安全点検の回数を増やしてきち
んと整備したり、新しい遊具を設置で
きないでしょうか。

都市整備課長
　園路や手すりの清掃等、施設が安全に利用できるよう
に努めていきます。また、新たな遊具については、萬歳
自然公園の利用状況を市内のほかの公園と比べてみて、
設置するかどうか検討していきたいと思います。

上
か

代
じろ

 紗
さ

椰
や

 議員
（萬歳小）

林
はやし

 諒
まさ

宗
むね

 議員
（旭二中）

通学路の雑草の草刈りを
　通学路に雑草が伸びて通りにくい箇
所があります。雑草は通行の妨げにな
るだけではなく、害虫を呼び寄せる原
因にもなるので、地域の方と協力しな
がら迅速に草刈りを行ってもらいたい
です。

建設課長
　市では通学路や危険箇所などを優先的に草刈りを実施
しています。また、現在ボランティアの方による草刈り
も実施してもらっており、今後さらに協力体制を強化し
て、通学路の安全確保に努めていきたいと思います。

笠
かさ

井
い

 陽
ひ な た

向 議員
（旭一中）

コロナの不安解消の取り組みを
　コロナに感染すると様々な不安を抱
きますが、私の学校ではタブレットで
授業配信をしているので学習への不安
は減らせています。市ではコロナの影
響を受けた方の不安を解消するために
どのような取り組みをしていますか。

健康づくり課長
　市ではタブレット端末による学習機会の確保ほか、給
付金や貸付金など経済的な支援の実施や、ＰＣＲ検査費
用の助成を行っています。また、差別や偏見を抱くこと
のないよう、正確な情報発信に努めています。

環境課長
　市の行事として海岸清掃の日を作ることは、現状では
難しいと考えます。年間を通して、海岸清掃をしてくれ
ているボランティアの方たちがたくさんいるので、こう
いう人たちを支援していきたいと考えています。

菅
すが

谷
や

 天
あま

乃
の

 議員
（中和小）

海のゴミを拾う日を作っては
　海岸には多くのゴミが落ちています。
私は家族とゴミを拾いに行きましたが、
範囲が広く自分達だけでは難しいと感
じました。そこで旭市全体で海のゴミ
を拾う日を作ることを提案します。

雨の日でも遊べる屋内施設を
　使わなくなった学校を利用して雨の
日でも遊べる屋内施設を造ってはどう
でしょうか。学校なら遊具や体育館が
あるのでボール等で遊ぶこともできる
し、避難所にも利用できると思います。

市長
　廃校となった学校の活用方法については、体育館を避
難所や地域のスポーツ施設、スクールバスのバスターミ
ナルとして活用することを想定しています。提案しても
らったアイデアも一つの案として、今後、地域の関係者
と話し合いながら検討していきます。

伊
い

藤
とう

 泰
たい

希
き

 議員
（飯岡中）

総務課長
　防犯灯は、市民生活の安全を確保する上で有効な手段
の一つなので、必要に応じて今後も増やしていきたいと
考えます。防災無線で施錠を呼びかける放送は、市内で
空き巣や忍び込みが頻発するなど、警察との連携により
被害の拡大防止を急ぐ必要がある場合に実施します。

石
いし

田
だ

 航
わたる

大 議員
（干潟中）

地域の防犯対策を
　通学路の防犯灯が少ないと感じるの
で増やしてもらいたい。また、農業者
の中には家の鍵をかけずに出てしまう
方がいるので、防災無線を使って家の
施錠を呼びかけられないでしょうか。

質問内容及び答弁は要約しています。
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議案第２号

反対討論

議案
第１号

令
和
４
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

空
き
店
舗
の
活
用
に
補
助
金

　
市
内
に
あ
る
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を

行
う
者
に
対
し
、
空
き
店
舗
の
改
修
費
用
や
賃

借
料
を
助
成
。

　
改
修
費　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
１
０
０
万
円
）

　
賃
借
料　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
月
額
５
万
円　
通
算
24
か
月
程
度
）

問
当
初
予
算
か
ら
３
か
月
程
度
で
補
正
に

な
っ
た
理
由
は
。

答
例
年
は
２
、
３
件
程
度
の
実
績
だ
っ
た
が
、

今
年
度
の
予
算
編
成
終
了
後
か
ら
、
急
激

に
相
談
や
要
望
件
数
が
増
え
た
。
こ
の
補
助
金

の
目
的
で
あ
る
商
業
振
興
、
経
済
対
策
、
創
業

者
支
援
と
い
う
面
か
ら
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

問
補
正
予
算
額
を
１
千
万
円
と
し
た
根
拠
は
。

答
改
修
費
と
賃
借
料
両
方
の
補
助
が
７
件
、

賃
借
料
の
み
の
補
助
が
２
件
、
合
計
９
件

で
９
１
０
万
４
千
円
で
あ
り
、
今
後
の
追
加
要

望
等
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
１
千
万
円
と
し

た
。

議案
第２号

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
を
一
部
改
正

選
挙
に
お
け
る
公
費
負
担
の

限
度
額
を
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

国
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
の
限
度
額
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
条

例
中
で
規
定
す
る
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
改
正
。

問
令
和
３
年
12
月
の
旭
市
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
代
金
の
公
費
負
担
額

の
状
況
は
。

答
公
費
利
用
者
の
う
ち
、
限
度
額
の
39
万
３

３
６
円
を
利
用
し
た
人
が
14
人
、
30
万
円

か
ら
39
万
円
ま
で
の
利
用
者
が
8
人
、
10
万
円

か
ら
20
万
円
ま
で
の
利
用
者
が
1
人
、
公
費
負

担
額
の
平
均
は
36
万
68
円
で
あ
っ
た
。

議案
第５号

財
産
の
取
得

（
コ
ン
テ
ナ
洗
浄
機
）

　
学
校
給
食
の
食
器
や
食
缶
を
学
校
へ
運
搬
す

る
た
め
の
コ
ン
テ
ナ
を
洗
浄
す
る
機
械
を
購
入
。

取
得
金
額　
２
６
８
４
万
円

設
置
場
所　
第
一
給
食
セ
ン
タ
ー

問
コ
ン
テ
ナ
洗
浄
機
の
耐
用
年
数
は
。

答
耐
用
年
数
は
15
年
。
現
在
使
用
し
て
い
る

洗
浄
機
が
22
年
を
経
過
し
て
お
り
、
今
後

の
洗
浄
能
力
の
低
下
を
防
い
で
、
安
全
安
心
な

学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
更
新
の
時

期
と
考
え
る
。

問
高
額
な
機
械
だ
が
、
リ
ー
ス
の
検
討
は
さ

れ
た
の
か
。

答
特
殊
な
機
械
の
た
め
リ
ー
ス
は
な
い
。
ま

た
、
通
常
耐
用
年
数
以
上
を
使
い
込
む
場

合
、
リ
ー
ス
よ
り
も
購
入
し
て
使
い
潰
し
た
ほ

う
が
経
済
的
と
考
え
る
。

永井孝佳議員
　ポスター代金の公費負担
について、細かい見積りも
なく、公費負担の上限額を
請求してくる業者がいる以
上、算定根拠がない値上げ
には反対。

安全安心な給食を食べる子ども達

６月
定例会 議 案 審 議

会期　６月８日～６月27日（20日間）

市長提出議案
●予算案件·················２件
●条例案件·················５件
●人事案件·················１件
●その他案件·············１件

　この定例会には、令和４年度一般会計補正予算、条例の一部改正、財産の取得、人事案件、専決処
分の承認など９議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
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令和４年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ 空き店舗活用事業補助金の申請者
が大幅に増加した理由は。

Ａ この補助金の趣旨が浸透してきた
ことや、コロナが収束している中

で、今まで商売をちゅうちょしていた
方が動き出したタイミングが重なった
ことが考えられる。

Ｑ これまで採択した件数と旧１市３
町別の実績は。

Ａ 過去３年分の実績は全部で６件
で、うち５件は旭地域で１件は飯

岡地域。旧旭、飯岡、海上、干潟で均
衡ある発展を目指していきたい。
旭市農村公園の設置及び管理に関する
条例の一部改正（議案第４号）

Ｑ 農村公園は市内にどのくらいあ
り、誰が管理しているのか。

Ａ 松沢農村公園、鏑木農村公園、東
足洗農村公園、西足洗農村広場、

仁玉アメニティ公園、清滝ため池公園
の６か所。管理はほとんど地元区に委
託しているが、仁玉アメニティ公園は
市で管理している。

審査結果
委員会付託の２議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

建設経済常任委員会

松沢農村公園を視察

旭市使用料及び手数料に関する条例の
一部改正（議案第３号）

Ｑ サッカー場の照明料について、一
般と高校生以下は一律の料金か。

また、利用料を30分単位とした理由は。

Ａ 照明料は一般も高校生以下も一律
料金。利用者の利便性をよくする

ため、30分当たりでの料金設定となっ
ている。

Ｑ 照明をつけたり、消したりするの
は誰が行うのか。

Ａ 管理人が常駐しているので、基本
的には管理人が行う。

財産の取得について（議案第５号）

Ｑ コンテナ洗浄機について、この機
種を選定した理由は。また保守点

検はどうなっているか。

Ａ 選定理由は、現在使用しているも
のと同等の能力のもので、コンテ

ナを中に入れて洗える大きさの機種を
選定している。保守点検は、厨房設備
全体を夏休み期間中に一斉点検してい
る。

審査結果
委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。請願３
件について、全員賛成で採択。

文教福祉常任委員会

導入予定のコンテナ洗浄機

常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

旭市議会議員及び旭市長の選挙におけ
る選挙活動の公費負担に関する条例の
一部改正（議案第２号）

Ｑ 選挙運動の公費負担については、
国に倣って金額を上げなければな

らないのか。

Ａ 国は通例として３年に１度、参議
院選挙がある年に改定をしてい

る。国は上限を定めているため、その
範囲内であれば改定の必要はないが、
合併以降、国の限度額に合わせて改定
を行ってきた経緯がある。

Ｑ ポスター、選挙用自動車、ビラ等、
候補者によって費用の金額は様々

だが、公費負担限度額をもらうのが当
然だと考える業者もいる。一般市民の
目も厳しい中、例えば地元業者を選定
して、費用を軽減させる考えはあるか。

Ａ 今回の改正はあくまでも限度額を
定めているものであり、業者につ

いては各立候補者が自身で決めること
なので、こちらから言えることはない。 審査結果

委員会付託の３議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。

総務常任委員会

1

2

3

4

5

6

7

8
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議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案

2
旭市議会議員及び旭市長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ○

 請　願

3 ㈱エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対
を求める請願 採択 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ○

 委　員　会　提　出　議　案（発議案）

3
株式会社エコテック産業廃棄物最終処分場設
置反対を求めると共に、その計画完全廃棄を
求める意見書の提出について

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議 ○

○＝賛成　×＝反対　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和４年第２回定例会 審議結果一覧

議案１　令和４年度旭市一般会計補正予算の議決について
議案３　旭市使用料及び手数料に関する条例の一部を改正

する条例の制定について
議案４　旭市農村公園の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について
議案５　財産の取得について（コンテナ洗浄機）
議案６　旭市固定資産評価員の選任につき同意を求めるこ

とについて

請願１　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願
請願２　「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

発議１　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について
発議２　国における2023年度教育予算拡充に関する意見書の提出について

議案７　専決処分の承認について（令和４年度旭市一般会
計補正予算）

議案８　専決処分の承認について（旭市税条例等の一部を
改正する条例）

議案９　専決処分の承認について（旭市都市計画税条例の
一部を改正する条例）

全員賛成で議決した議案

賛否が分かれた議案と審議結果

　旧海上町、東庄町、銚子市にまたがる地域
に、㈱エコテックが産業廃棄物最終処分場設
置を計画。千葉県は一度設置許可を出したが、
住民による反対運動や長年の裁判を経て、平
成25年に許可処分を取り消し、不許可処分
とした。エコテックはこれを不服として環境
省に申し入れし、以来この状態が続いている。

市議会から県・環境省に意見書を提出
発議第３号　株式会社エコテック産業廃棄物最終処分場設置反対を求めると共に、その計画完全廃棄を求める意見書の提出について

請願第３号が採択されたことに伴う、発議第３号の可決により、千葉県知事、環境大臣宛に意見書を提出しました。

◦環境省は、エコテックの実態を調査し、本省の主要な役割の一つ
「環境の保全・整備」の観点から、最高裁の判決に従い誠実にこれ
を履行し、産業廃棄物最終処分場設置計画を完全に廃棄すること。

◦千葉県は、不許可の姿勢を貫くとともに、現地の点検・危険な箇
所への対策、また、計画地の所有権・名義人等の変更の有無を定
期的に調べること。

要望事項
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水
道
事
業
に
つ
い
て

問
最
も
古
い
埋
設
管
は
42
年
が
経

過
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
破
損
に
よ
り
漏
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、
市
内
30
事
業
所
で
構

成
し
て
い
る
旭
市
水
道
工
事
組
合
と
連

携
し
、
休
日
や
夜
間
で
あ
っ
て
も
迅
速

に
復
旧
工
事
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。
断
水
を
伴
う
場
合
に
は
、
給
水
車

や
給
水
バ
ッ
グ
に
よ
る
非
常
時
の
給
水

体
制
も
整
え
て
い
る
。

問
大
規
模
な
断
水
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
給
水
車
だ
け
で
は
対
応

が
厳
し
く
な
る
と
考
え
る
が
、
ル
ー
プ

化
も
含
め
て
、
近
隣
市
と
の
連
携
を
考

え
る
べ
き
で
は
。

答
近
隣
市
町
と
の
ル
ー
プ
化
は
、

各
市
町
の
水
道
施
設
の
供
給
能

力
に
他
市
を
応
援
で
き
る
ほ
ど
の
余
力

が
な
い
の
で
難
し
い
。
断
水
時
の
近
隣

市
と
の
協
力
体
制
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

維
持
し
て
い
く
。

問
埋
設
管
を
更
新
す
る
た
め
の
概

算
費
用
は
。
ま
た
、
水
道
料
金

へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

答
10
年
間
で
約
60
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
現
在
の
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
計
画
期
間
内
で
の
水
道

料
金
の
改
定
は
不
要
と
試
算
し
て
い
る
。

問
旭
市
は
水
道
料
金
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
水
道
料
金
を

抑
え
る
た
め
に
財
政
調
整
基
金
を
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
本
市
で
は
水
道
料
金
を
抑
制
す

る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
水
道

事
業
会
計
に
基
準
外
の
繰
り
出
し
を
既

に
行
っ
て
い
る
。
地
方
公
営
企
業
法
の

独
立
採
算
と
い
う
原
則
に
従
い
、
水
道

事
業
会
計
の
中
で
計
画
に
沿
っ
た
事
業

運
営
、
経
営
努
力
を
行
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
上
で
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
す
る
。

菅谷 道晴 議員

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

一般質問
市政を問う！

第２回定例会

上下水道課が入っている旭市浄化センター
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問
３
月
に
保
育
所
で
保
育
を
受
け

て
い
た
年
長
児
数
と
比
べ
て
、

４
月
に
小
学
校
新
入
生
で
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
入
所
し
た
児
童
数
が
約
１
５

０
人
少
な
い
。
保
育
を
受
け
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
小
学
校
入
学
後
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
な
い
児
童
に

つ
い
て
、
家
庭
で
の
保
護
が
十
分
か
実

態
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

答
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し

な
い
世
帯
へ
の
調
査
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
状
況
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

調
査
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う

に
す
る
べ
き
か
今
後
研
究
し
て
い
く
。

託
児
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
者
拡
充
を

問
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
内
の
託
児
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
現
在
は
有

料
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
者
の
み
が
対
象
だ

が
、
今
後
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
内
の
買
い
物

や
美
容
室
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
も
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
託
児
ス

ペ
ー
ス
は
６
月
１
日
に
本
格
運

用
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
あ
る

程
度
の
期
間
を
見
て
余
力
が
あ
り
そ
う

だ
と
判
断
で
き
れ
ば
、
段
階
的
に
利
用

対
象
者
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

公
園
遊
具
の
情
報
公
開
を

問
公
園
の
遊
具
は
故
障
な
ど
で
使

用
不
可
に
な
っ
て
い
て
も
情
報

が
見
え
な
い
。
公
園
に
よ
っ
て
担
当
課

が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
一
つ

の
課
で
取
り
ま
と
め
て
Ｈ
Ｐ
で
情
報
公

開
し
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
公
園
に
関
す
る
情
報
提
供

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
公
園
利
用
者
の
利
便
性
向

上
の
為
に
も
、
各
課
の
担
当
す
る
公
園

に
関
す
る
情
報
を
一
括
し
て
Ｈ
Ｐ
で
公

開
し
て
い
く
方
法
を
取
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
公
立
保
育
所
の
安
全
と
情
報
伝
達
効

率
の
向
上
に
つ
い
て

◦
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

都
市
計
画
見
直
し
に
向
け
て

問
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
で
は
、

道
路
が
な
く
て
も
建
物
が
建
て

ら
れ
る
が
、
都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
、
４
ｍ
以
上
幅
員
の
な
い
道
路

に
面
す
る
敷
地
に
は
建
築
確
認
申
請
の

許
可
が
下
り
な
い
た
め
、
建
物
が
建
て

ら
れ
な
い
。
都
市
計
画
の
見
直
し
業
務

と
同
時
に
、
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２

項
道
路
の
指
定
に
向
け
た
調
査
を
速
や

か
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

答
市
全
域
が
都
市
計
画
区
域
と
な

れ
ば
海
上
・
飯
岡
・
干
潟
の
地

域
で
も
２
項
道
路
の
取
扱
い
が
出
る
。

今
回
の
見
直
し
業
務
の
中
で
道
路
調
査

を
実
施
し
、
都
市
計
画
区
域
の
指
定
と

同
時
に
、
千
葉
県
が
２
項
道
路
の
指
定

を
行
え
る
よ
う
連
携
、
協
力
し
な
が
ら

業
務
を
進
め
て
い
く
。

問
都
市
計
画
の
見
直
し
は
多
種
多

様
な
課
題
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
委
託
業
者
に
頼
る
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
の
情
勢
を
把
握
し
て

い
る
建
築
士
会
や
建
築
士
事
務
所
協
会
、

宅
建
業
界
な
ど
民
間
団
体
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
業
務
の
進
捗
を
見
な
が
ら
、
意

見
交
換
の
場
を
設
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。

旧
海
上
中
跡
地
を
分
譲
地
に

問
旧
海
上
中
跡
地
の
近
辺
に
は
、

飯
岡
駅
や
高
速
バ
ス
の
バ
ス
停
、

銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
、

住
環
境
と
し
て
は
大
変
す
ば
ら
し
い
の

で
、
移
住
者
向
け
の
分
譲
な
ど
を
前
提

に
民
間
へ
の
売
却
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
内
業
者
に
よ
る
住
宅
建
設
な
ど
を
条

件
に
す
れ
ば
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
と
人
口
減
少
対
策
の
一
環
に
も
な
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答
民
間
へ
の
売
却
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
周
辺
地
域
の
排

水
の
問
題
も
あ
り
、
そ
の
辺
の
こ
と
も

考
慮
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

﨑山 華英 議員

使用禁止中のいいおかみなと
公園の遊具

井田 孝 議員

旧海上中学校跡地
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オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
を

問
県
内
54
市
町
村
の
う
ち
給
食
の

無
償
化
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

は
18
市
町
あ
り
、
本
市
で
は
予
算
確
保

が
難
し
い
か
ら
困
難
で
あ
る
と
い
う
の

が
こ
れ
ま
で
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
少
子

化
対
策
、
定
住
促
進
に
お
い
て
は
非
常

に
有
意
義
な
施
策
だ
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答
無
償
化
に
よ
り
市
民
の
負
担
が

増
加
し
な
い
よ
う
、
国
・
県
の

財
政
支
援
や
経
済
及
び
財
政
状
況
を
注

視
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問
給
食
に
用
い
る
食
材
を
有
機
農

産
物
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

を
聞
く
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ

い
て
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

答
有
機
野
菜
は
高
価
で
あ
り
、
必

要
量
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
の
導
入
は
困
難
と
考
え
る
。

個
室
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を

問
市
内
小
中
学
校
で
は
保
健
室
に

て
生
理
用
品
を
無
償
提
供
し
て

い
る
が
、
恥
ず
か
し
い
等
の
理
由
で
保

健
室
に
も
ら
い
に
行
け
な
い
児
童
は
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
代
用
し
て
い
る
。

現
在
、
市
内
有
志
の
方
々
の
活
動
に
よ

り
、
小
学
校
５
校
、
中
学
校
２
校
の
個

室
ト
イ
レ
に
、
活
動
者
本
人
が
購
入
ま

た
は
寄
附
さ
れ
た
生
理
用
品
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
は
行
政
が
引
き
継
ぎ
、

気
兼
ね
な
く
使
え
る
生
理
用
品
を
個
室

ト
イ
レ
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答
全
て
の
児
童
が
気
軽
に
保
健
室

に
生
理
用
品
を
も
ら
い
に
行
け

る
よ
う
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

い
る
。
個
室
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
場
合
、

場
所
や
方
法
に
不
安
が
あ
り
、
補
充
管

理
を
行
う
職
員
の
負
担
に
も
な
る
。
ま

た
、
対
面
式
で
生
理
用
品
を
渡
す
際
に

困
り
事
の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
今
後
、
県
内
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て

新
設
道
路
の
安
全
対
策
を

問
旭
中
央
病
院
ア
ク
セ
ス
道
が
旭

警
察
署
東
側
か
ら
広
域
農
道
ま

で
開
通
し
た
が
、
既
に
交
通
事
故
が
発

生
し
、
危
険
な
交
差
点
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
し

て
い
る
の
か
。

答
緊
急
に
旭
警
察
署
と
安
全
対
策

の
協
議
を
行
い
、
特
に
事
故
が

多
く
発
生
し
た
２
か
所
の
交
差
点
の
停

止
線
の
前
に
、
注
意
喚
起
の
路
面
表
示

や
カ
ラ
ー
舗
装
を
し
た
。

問
道
路
の
新
設
や
改
良
に
よ
っ
て

交
通
量
が
大
幅
に
増
え
、
思
い

も
寄
ら
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
事
故
が

発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

事
前
に
入
念
な
検
討
を
し
て
、
き
め
細

や
か
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
新
設
道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
や
地
域
の
特
性
を

鑑
み
て
、
信
号
の
設
置
や
規
制
標
識
な

ど
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
千
葉
県
警

察
本
部
や
旭
警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
。

仁
玉
ア
メ
ニ
テ
ィ
公
園
の
整
備
を 

問
仁
玉
ア
メ
ニ
テ
ィ
公
園
は
多
く

の
遊
具
が
使
用
禁
止
に
な
っ
て

い
る
が
、
修
理
や
新
設
な
ど
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

答
遊
具
設
置
後
27
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
利
用
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断

し
た
上
で
修
繕
ま
た
は
撤
去
の
判
断
を

行
い
、
適
正
な
管
理
を
進
め
る
。

問
子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
り
、

外
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
心
身

の
健
全
な
育
成
に
欠
か
せ
な
い
。
し
っ

か
り
と
予
算
を
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
定
期
的
な
保
守
点
検
を
継
続
し

な
が
ら
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
安
全

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

常世田 正樹 議員

干潟小学校に設置されているフリーナプキン

　桐 文夫 議員

使用禁止中の仁玉アメニティ公園の遊具
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市
有
財
産
の
活
用
状
況
は

問
海
上
庁
舎
、
飯
岡
庁
舎
の
現
在

の
利
用
状
況
は
。

答
海
上
庁
舎
は
、
１
階
に
出
張
所

と
消
防
の
海
上
分
署
が
入
り
、

２
階
に
東
総
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
事
務
所
が
入
っ
て
い
る
。

　
飯
岡
庁
舎
は
、
１
階
に
消
防
の
飯
岡

分
署
が
入
っ
て
い
る
。
飯
岡
庁
舎
に
つ

い
て
は
消
防
の
統
合
分
署
庁
舎
が
整
備

さ
れ
次
第
、
解
体
を
予
定
し
て
い
る
。

問
旧
海
上
中
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
跡
地
利
用
検
討
委
員

会
の
報
告
が
出
て
か
ら
５
年
が
経
過
す

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
予
定
は
。

答
検
討
委
員
会
か
ら
は
「
民
間
活

用
に
よ
る
住
居
系
を
中
心
と
し

た
複
合
的
施
設
」
と
い
う
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
具
体
的

な
計
画
は
な
い
。
排
水
問
題
な
ど
の
周

辺
の
整
備
を
考
慮
し
つ
つ
、
生
涯
活
躍

の
ま
ち
・
み
ら
い
あ
さ
ひ
が
完
成
し
た

後
の
波
及
効
果
も
的
確
に
捉
え
、
地
域

全
体
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
べ
く
、

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
は 

問
自
治
体
Ｄ※

Ｘ
の
具
体
的
な
計
画

と
方
向
性
は
。

答
国
が
定
め
る
住
民
基
本
台
帳
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等

20
種
類
の
手
続
き
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化

と
、
子
育
て
や
介
護
等
に
関
す
る
27
種

類
の
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

て
い
く
。

問
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
い
く
た
め
に

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
が
基
礎
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
、

交
付
状
況
と
今
後
の
取
組
は
。

答
現
在
の
交
付
枚
数
は
２
万
２
５

０
８
枚
、
交
付
率
は
34
・
79
％
。

今
後
は
希
望
す
る
市
内
の
各
事
業
所
等

へ
市
職
員
が
出
向
い
て
、
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

教
員
の
時
間
外
労
働
改
善
を

問
公
立
小
・
中
学
校
の
教
員
は
残

業
代
が
出
ず
、
教
職
調
整
額
の

支
給
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
時
間

外
労
働
時
間
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
令
和
３
年
11
月
に
実
施
し
た
県

の
調
査
で
は
、
１
か
月
当
た
り

小
学
校
で
45
時
間
25
分
、
中
学
校
で
59

時
間
９
分
。

問
時
間
外
労
働
が
減
ら
せ
な
い
要

因
は
。

答
教
科
指
導
、
学
年
学
級
事
務
、

子
ど
も
の
健
康
安
全
に
関
わ
る

業
務
、
研
修
や
出
張
、
部
活
動
指
導
、

生
徒
指
導
、
保
護
者
対
応
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
多
く
の
業
務
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
要
因
。

問
部
活
動
の
負
担
が
大
き
い
と
思

う
が
、
今
後
、
部
活
動
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
市
で
は
顧
問
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
部
活
動
指
導
員
を
８
名

配
置
し
て
い
る
。
今
後
は
国
の
方
針
に

よ
り
、
休
日
の
部
活
動
が
民
間
に
地
域

移
行
す
る
流
れ
が
予
想
さ
れ
る
。

展
望
館
の
有
効
活
用
を

問
飯
岡
刑
部
岬
展
望
館
は
今
年
度

よ
り
県
か
ら
旭
市
に
権
利
移
譲

さ
れ
た
が
、
有
効
活
用
の
案
は
あ
る
か
。

答
観
光
交
流
施
設
と
し
て
に
ぎ
わ

う
場
所
と
な
る
よ
う
、
特
産
品

の
販
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
駐
車
場
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
誘

致
で
き
な
い
か
。

答
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
直
売
な
ど
は

効
果
的
と
考
え
る
の
で
、
実
施

に
向
け
て
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

問
漁
港
か
ら
上
永
井
地
区
に
至
る

遊
歩
道
の
整
備
状
況
は
。

答
年
に
２
回
程
度
、
草
木
の
繁
茂

状
況
に
応
じ
て
除
草
作
業
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
地
元
の
方
と
協

力
し
な
が
ら
適
正
に
管
理
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
空
き
家
・
空
き
地
に
つ
い
て

◦
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

◦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

飯岡刑部岬展望館

島田 恒 議員

※�

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
） 

　

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
業
務
効
率
化

や
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
進
め
て
住
民
の
利
便

性
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
。

永井 孝佳 議員
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飼
料
用
米
に
つ
い
て

問
畜
産
農
家
と
米
農
家
が
、
市
が

構
築
し
た
飼
料
用
米
を
地
産
地

消
す
る
耕
畜
連
携
の
仕
組
み
が
、
非
常

に
良
い
結
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
米
価
が
低
迷
し
て
い
る
中
、

令
和
４
年
産
の
飼
料
用
米
の
作
付
け
状

況
は
。
ま
た
、
市
の
補
助
制
度
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
令
和
４
年
６
月
現
在
の
飼
料
用

米
の
作
付
面
積
は
７
５
３
・
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
前
年
度
よ
り
26
％
増

加
し
て
い
る
。
飼
料
用
米
の
取
組
に
対

す
る
市
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
転

作
作
物
推
進
事
業
の
補
助
金
と
し
て
、

今
年
度
も
１
キ
ロ
当
た
り
20
円
の
支
援

を
実
施
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は

問
昨
年
７
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
消
費
衰
退
に
対
す
る

経
済
活
性
化
対
策
と
し
て
、
30
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
た
が
、

販
売
額
、
換
金
額
、
期
限
切
れ
残
金
の

状
況
を
伺
う
。

答
昨
年
度
は
２
万
セ
ッ
ト
を
販
売

し
、
販
売
額
は
２
億
円
、
発
行

金
額
は
２
億
６
千
万
円
。
そ
の
う
ち
換

金
額
は
２
億
５
８
７
０
万
７
千
円
、
未

回
収
金
額
は
１
２
９
万
３
千
円
で
、
回

収
率
は
99
・
５
％
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
旭

市
民
に
と
っ
て
非
常
に
評
判
が

よ
く
、
市
内
の
消
費
喚
起
を
促
し
、
中

小
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
事
業

に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

答
消
費
税
引
き
上
げ
時
や
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
時
、
今
般
の
世

界
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
急
激
な
物

価
上
昇
な
ど
、
そ
の
時
点
で
の
経
済
状

況
を
捉
え
て
実
施
し
て
き
た
経
緯
も
あ

り
、
地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
特
例
貸
付

◦
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

◦
洋
上
風
力
発
電
を
通
じ
た
地
域
振
興

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
を

問
帯
状
疱
疹
患
者
は
年
々
増
加
傾

向
で
、
50
代
か
ら
発
症
率
が
高

く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
帯
状
疱

疹
の
発
症
及
び
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、

一
定
の
年
齢
層
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
助
成
を
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て

お
り
、
生
ワ
ク
チ
ン
は
７
千
円
か
ら
１

万
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
当
た

り
２
万
円
程
度
か
か
る
。
現
在
、
接
種

費
用
の
助
成
を
し
て
い
る
自
治
体
は
県

内
で
１
か
所
だ
け
で
あ
り
、
国
・
県
及

び
近
隣
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
費
用

助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
取
得
促
進
を 

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に

よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

は
、
商
業
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
が
、
普
及
向
上
施
策
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
操
作
支
援
窓
口

の
設
置
予
定
は
あ
る
か
。

答
新
た
な
窓
口
設
置
の
予
定
は
な

い
が
、
現
在
、
市
民
生
活
課
の

窓
口
前
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続
き
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

予
約
申
し
込
み
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
２

台
用
意
し
て
い
る
。

預
か
り
保
育
の
拡
充
を

問
里
帰
り
出
産
に
お
い
て
、
上
の

子
の
一
時
預
か
り
保
育
利
用
期

間
は
15
日
間
で
、
預
か
り
可
能
な
園
は

３
か
所
と
聞
い
て
い
る
。
出
産
後
の
心

身
の
回
復
に
静
養
は
必
要
と
考
え
る
が
、

預
か
り
保
育
の
期
間
延
長
と
預
か
り
可

能
な
保
育
園
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

答
利
用
期
間
は
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
す
べ
て
の
公
立
保
育
所
で
一
時
預

か
り
保
育
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
３
か

所
で
専
用
ル
ー
ム
と
保
育
士
を
設
置
し

て
お
り
、
体
制
は
整
っ
て
い
る
。

宮内 保 議員

伊藤 春美 議員

マイナポイントの手続きを支援
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過
疎
債
を
活
用
し
た
廃
校
改
修
を

問
干
潟
地
域
の
小
・
中
学
校
の
統

合
は
い
つ
頃
か
。
ま
た
、
統
合

後
の
廃
校
の
利
用
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
小
学
校
は
地
域
の
同
意
が
得
ら

れ
た
場
合
、
５
年
程
度
の
期
間

を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。（
仮
称
）

北
統
合
中
学
校
は
用
地
取
得
や
建
設
な

ど
の
時
間
を
要
す
る
が
、
10
年
以
内
に

統
合
し
た
い
と
考
え
る
。

　
廃
校
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
学

校
再
編
基
本
方
針
の
中
で
、
統
合
校
の

た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

学
童
施
設
、
高
齢
者
施
設
な
ど
に
活
用

す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
決

定
し
て
い
な
い
。

問
過
疎
債
を
利
用
し
て
、
廃
校
を

「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
体
験

の
場
」
や
宿
泊
施
設
と
し
て
改
修
す
れ

ば
、
多
く
の
利
用
者
が
集
ま
り
地
域
が

に
ぎ
わ
う
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答
県
内
各
地
の
先
行
事
例
を
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
干
潟
地
域

の
特
色
を
生
か
せ
る
よ
う
地
域
の
方
か

ら
具
体
的
な
提
案
を
も
ら
い
な
が
ら
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

指
定
管
理
後
の
雇
用
継
続
を

問
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管
理
に

つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の
行
う

業
務
に
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス

が
求
め
ら
れ
る
。
総
合
体
育
館
の
窓
口

業
務
は
、
利
用
者
が
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
窓
口
業
務
に
詳
し

い
職
員
が
引
き
続
き
勤
務
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
雇
用
は
守
ら
れ
る
の
か
。

答
指
定
管
理
者
募
集
要
項
に
「
指

定
管
理
者
は
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
」
を
明
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
審
査
基
準
に
も
ス

タ
ッ
フ
雇
用
の
考
え
方
と
し
て
、
既
存

ス
タ
ッ
フ
及
び
市
内
優
先
雇
用
を
評
価

項
目
と
し
て
採
点
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
の
で
、
現
在
雇
用
し
て
い
る
会
計
年

度
職
員
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
は
配
慮

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

水
道
料
金
引
き
下
げ
を

問
旭
市
の
水
道
料
金
は
県
内
44
市

で
上
か
ら
６
番
目
に
高
く
、
一

番
安
い
習
志
野
市
の
２
・
３
倍
、
県
営

水
道
の
１
・
７
倍
だ
が
、
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
は
。

答
旭
市
水
道
事
業
運
営
協
議
会
に

諮
問
し
た
と
こ
ろ
「
現
行
ど
お

り
の
料
金
で
据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
」

と
の
答
申
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
必
要

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

市
立
図
書
館
の
移
転
に
つ
い
て

問
市
立
図
書
館
と
県
立
図
書
館
で

は
役
割
が
全
く
違
う
が
、
な
ぜ

一
緒
に
設
置
し
て
い
る
の
か
。

答
県
か
ら
東
部
図
書
館
移
譲
の
打

診
が
あ
り
、
図
書
館
の
面
積
的
、

費
用
的
な
こ
と
を
検
討
し
、
こ
れ
を
受

け
る
こ
と
に
し
た
。
市
民
会
館
の
廃
止
、

解
体
の
問
題
か
ら
、
現
在
は
東
部
図
書

館
の
一
部
を
使
用
し
て
市
立
図
書
館
を

開
館
し
て
い
る
。
同
じ
建
物
の
中
に
併

設
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
た
利
便
性
の
高
い
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
さ
れ
て
い
る
。

海
上
野
球
場
に
つ
い
て 

問
海
上
野
球
場
は
地
元
の
方
が
自

分
達
で
造
っ
た
野
球
場
で
あ
る
。

そ
の
敷
地
の
半
分
を
使
っ
て
消
防
分
署

を
建
設
予
定
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

答
野
球
場
は
市
内
に
５
か
所
あ
り
、

海
上
野
球
場
は
最
も
古
い
施
設

で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
他
の
施
設

へ
活
動
場
所
を
移
動
し
て
も
ら
う
よ
う
、

昨
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
と

話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
。

私
道
整
備
補
助
金
の
利
用
促
進
を

問
道
路
損
傷
や
通
行
の
妨
害
物
発

見
の
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
か
。

答
幹
線
道
路
な
ど
を
重
点
的
に
、

週
２
回
職
員
が
実
施
し
て
い
る
。

問
団
地
や
分
譲
地
内
の
私
道
を
整

備
す
る
の
に
「
私
道
整
備
助
成

事
業
補
助
金
」
が
利
用
で
き
る
が
、
こ

の
事
業
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

周
知
し
て
い
る
が
、
利
用
促
進

に
向
け
て
引
き
続
き
周
知
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
「
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
県
外
広

域
避
難
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
後

◦
中
央
病
院
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画

◦
学
校
給
食
の
無
料
化
の
実
施

松木 源太郎 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

宮澤 芳雄 議員

指定管理予定の旭市総合体育館
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学
校
教
育
に
関
し
て

問
登
下
校
時
の
通
学
路
の
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
絶

対
数
が
不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
、
予

算
措
置
を
講
じ
て
人
員
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答
本
年
度
は
１
１
０
名
の
方
に
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
予
算
的
な
面

も
勘
案
し
、
今
後
さ
ら
な
る
拡
充
を
図

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
市
内
小
中
学
校
で
朝
の
時
間
帯

に
モ※

ジ
ュ
ー
ル
学
習
を
取
り
入

れ
て
い
る
学
校
は
あ
る
か
。

答
今
年
度
は
小
学
校
で
２
校
、
中

学
校
で
２
校
取
り
入
れ
て
い
る
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
進

め
る
上
で
、
問
題
点
や
現
場
か

ら
の
要
望
は
あ
る
か
。

答
問
題
点
は
活
用
内
容
に
学
校
間

や
教
師
間
で
差
が
あ
る
こ
と
。

現
場
の
教
員
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

操
作
方
法
や
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
学
び

た
い
と
い
う
声
が
多
い
。

問
教
科
書
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
ら

れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
の

導
入
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答
国
の
実
証
事
業
に
よ
り
、
今
年

度
す
べ
て
の
学
校
に
英
語
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
て
い
る
。
こ

の
実
証
事
業
の
状
況
や
各
校
で
の
使
用

実
績
を
参
考
に
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
導
入
を
検
討
す
る
。

問
市
長
は
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
中

で
英
語
教
育
の
充
実
を
掲
げ
て

い
る
が
、
英
語
教
育
の
何
を
充
実
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
英
語
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
大
作
戦
の
一

つ
で
あ
る
「
英
語
教
育
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
く
。

小
学
校
入
学
時
の
人
口
流
出
が
多
い
と

い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
代
に

旭
市
の
英
語
教
育
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
に
よ
り
、
人
口
流
出
を
抑
え
、
転
入

者
を
増
や
す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
は

問
政
府
の
総
合
緊
急
対
策
で
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
が
拡
充
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
対
応
分
が
創
設
さ
れ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
充
て
る
予
定
か
。

答
こ
の
目
的
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
原
油
価
格
や
電
気
・

ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
負
担
軽
減

で
あ
る
旨
が
総
務
省
よ
り
通
知
さ
れ
て

お
り
、
現
在
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を

問
あ
さ
ひ
中
央
橋
か
ら
国
道
１
２

６
号
を
ま
た
ぐ
南
北
線
の
北
側

道
路
開
通
に
伴
い
、
車
の
交
通
量
が
急

激
に
増
え
た
こ
と
で
新
た
な
危
険
箇
所

が
増
え
た
。
早
急
な
通
学
路
の
総
点
検
、

安
全
対
策
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
本
線
へ
進
入
す
る
側
の
市
道
の

運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
を
図
る

た
め
、
停
止
線
の
手
前
へ
交
差
点
注
意

の
路
面
標
示
や
カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
。
横
断
歩
道
の
設
置
は
、

今
後
の
交
通
量
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、

所
管
す
る
旭
警
察
署
と
協
議
を
進
め
る
。

問
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
旭
入
口
の
交
差

点
は
、
優
先
道
路
が
分
か
り
に

く
い
た
め
危
険
と
の
声
が
あ
る
が
、
信

号
機
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
、
旭
警
察
署
に
要
望
し
て

い
る
。

大
人
用
紙
お
む
つ
を
購
入
券
で

問
大
人
用
紙
お
む
つ
支
給
に
つ
い

て
、
現
在
は
現
物
支
給
を
し
て

い
る
が
、
購
入
券
で
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
現
在
は
年
に
３
回
、
４
か
月
分

を
ま
と
め
て
業
者
か
ら
受
給
者

宅
に
届
け
て
い
る
。
現
物
給
付
の
紙
お

む
つ
は
入
札
に
よ
り
購
入
し
て
お
り
、

購
入
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
購
入
券

で
利
用
す
る
よ
り
多
く
の
枚
数
を
給
付

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、
現
時

点
で
は
現
物
給
付
で
考
え
て
い
る
。

伊藤 房代 議員

伊場 哲也 議員

※�

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

　

�

通
常
45
分
の
授
業
を
15
分
ご
と
の
３
つ
に

分
け
る
短
時
間
学
習

イオンタウン旭のオープンに伴い
交通量が増加
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

県
事
業
と
市
民
利
益
に
つ
い
て

問
２
年
前
に
決
定
し
て
い
た
県
の

事
業
「
九
十
九
里
浜
浸
食
対
策

事
業
」
が
、
地
元
住
民
に
説
明
も
な
い

ま
ま
工
事
着
工
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

計
画
年
数
30
年
、
予
算
規
模
３
４
０
億

円
の
こ
の
事
業
は
、
九
十
九
里
浜
全
域

に
幅
40
メ
ー
ト
ル
の
砂
浜
を
確
保
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
旭
市
で
の
工
事

は
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
を
か
さ
下
げ
し
て
、

潮
の
力
で
飯
岡
海
岸
の
砂
を
片
貝
の
方

ま
で
流
す
と
い
う
も
の
。

　
飯
岡
海
岸
は
九
十
九
里
の
東
端
に
位

置
し
、
旭
の
人
々
の
生
活
や
文
化
に
ど

れ
だ
け
貢
献
し
て
き
た
か
を
考
え
る
と
、

こ
の
浜
の
形
態
を
変
え
る
こ
と
が
市
民

生
活
に
多
大
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
必

至
で
あ
る
が
、
旭
市
民
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
計
画
に
よ
る
と
、
離
岸
堤
の
か

さ
下
げ
に
よ
り
、
旭
市
西
側
へ

の
土
砂
の
移
動
に
よ
る
汀
線
の
後
退
が

想
定
さ
れ
、
こ
れ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
竜
王
崎
沖
へ
の
養
浜
材
の
投
入

に
よ
る
漁
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

問
市
長
は
今
年
度
に
入
る
ま
で
こ

の
事
業
を
知
ら
な
か
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
民
へ
の
周
知
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
令
和

２
年
７
月
10
日
付
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
県
に
は
海
岸
利
用
者
や
住
民

に
も
何
か
し
ら
の
方
法
で
周
知
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
は
要
望
し
た
。

問
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
市
民
が
不

利
益
を
被
る
の
で
は
な
い
か
心

配
だ
が
、
市
長
は
市
民
利
益
を
担
保
す

る
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
県
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
県

知
事
と
直
接
協
議
を
し
た
り
、

要
望
、
要
請
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
時
に
は
副
知
事
と
副
市
長
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
が
確
立
し
て
い
る
の
で
、
各
方

面
で
市
民
利
益
を
確
保
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

◦
指
定
管
理
に
つ
い
て

戸村 ひとみ 議員

日 月 火 水 木 金 土
9/4 5

開会

6 7 8

議案質疑

9 10

11 12

一般質問

13

一般質問

14

一般質問

15

決算審査
特別委員会

16

決算審査
特別委員会

17

18 19 20

決算審査
特別委員会

21

建設経済
常任委員会

22

文教福祉
常任委員会

23 24

25 26

総務
常任委員会

27 28 29

閉会

30 10/1

月定例会の予定
（９月５日～９月29日）

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

９

　本会議は、インターネットで生中継と録画中継（過去５
年分）を行っています。パソコンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴できます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください

副議長から木内議長に表彰状を授与

　第98回全国市議会議長会の定期総会で、市議会
議員として20年以上在職し、市政の振興に努めた
功績により、木内欽市議員が表彰されました。

永年勤続表彰

離岸堤かさ下げ工事の様子
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
永
井　
孝
佳

副
委
員
長　
井
田　
　
孝

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

委　
員　
　
常
世
田
正
樹

　
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
の
夏
休
み
は
、
久
し
ぶ
り
の

プ
ー
ル
遊
び
に
興
じ
る
子
ど
も
達

の
声
が
、
ま
ち
に
夏
休
み
ら
し
さ

を
戻
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
子

ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
、
本
会
議

場
で
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

登
壇
し
て
質
問
す
る
子
ど
も
達
の
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
新
鮮
で
と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
に
感

心
し
き
り
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
繰
り
返
す
コ
ロ
ナ
禍

に
、
こ
の
子
ど
も
達
の
成
長
が
心

身
共
に
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
議
会
と
行
政
が
し
っ
か

り
と
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
ま
し
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
を
強

い
ら
れ
て
き
た
子
ど
も
達
。
こ
の

夏
休
み
に
夢
や
希
望
が
少
し
で
も

叶
っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。（

委
員　
戸
村
ひ
と
み
）

市議会議員ってなにしてるの？
　議員には一般的な休暇制度がありません。そのため公務と私的活動の区分がしにくく、「議会の日以外は
何をしているのかわからない」という声が多いですが、普段から市民のニーズや困りごとを探ったり、政
策提案のために情報収集や勉強をしています。

地域が抱える課題を把握して、その解決方法を考え
るために、地域に住んでいる方から、暮らしで困っ
ていることや疑問に思うことを伺います。地域や団
体の行事などにも顔を出し、地域の状況や要望をお
聞きするなど、情報収集に努めています。

地域の要望の聴取１

議会の場では、市政課題を解決し、旭市をよりよく
していくために、市長としっかり議論し、市民の皆
さんの生活や市の仕事の進め方に関わる条例や予算
などを決定します。

議会での議論３

市の担当者から市政の現状を聞き取るだけでなく、
市内施設等の現状や他市の先進的な事例、特色ある
取り組みを詳しく知るために、現地に赴いたり、視
察調査を行ったりします。

市政課題の調査２

議会で議論したことや市政への意見・主張につい
て、チラシやホームページ、SNSなどにより市民の
皆さんにお伝えします。

活動内容の周知・報告４

編
集
後
記
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